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戦評
　総括、上位リーグ初戦は、同志社大学対大阪学院大学。ともに好ゲームを繰り広げてきた強豪同士のカードとなっ
た。前半は両者一歩も譲らないゲーム展開を見せるが、大院大のファウルからフリースローをきっちり決め、リバウンド
を多く制した同志社の10点リードで前半終了。後半はリバウンドを多く制した同志社がゲームの流れを掴み、同志社#0
田野、#2荒谷の連続得点で大院大を一気に突き放し、ゲーム終盤同志社の堅い守りから点を決められなかった大院
大が同志社に点差をつけられ、68-52で同志社が勝利する。
　第1ピリオド、試合開始先制点は同志社#15谷口のミドルシュートから始まる。ゲーム序盤同志社がリバウンドを支配し
ファウルを貰いフリースローを二本とも決めリードする。お互い堅い守りで両者一歩もゆずらないゲーム展開を繰り広げ
る。そんな中、同志社#15谷口のミドルシュートで均衡が破れる。これを機に流れにのりたい同志社は速攻を仕かける
が、それを大院大の堅い守りが同志社に流れを渡さない。ゲーム終盤両者点の取り合いにもつれこみ、同志社#0田野
の3Pシュートで点差を広げ19-12で7点リードで第1ピリオドを終える。
　第2ピリオド、ゲーム開始大院大#22小阪のミドルシュートで始まる。そこから点差を詰めたい大院大は#99藤田の力
強いリバウンドで徐々に流れを掴もうとする。そこから両者点の取り合いになるが、ゲーム中盤大院大が連続で点を決
める。そこで同志社はタイムアウトを取り、同志社#60神門、#0田野が連続で点を取り大院大に傾きかけた流れを再び
取り戻す。そこで大院大はタイムアウトをとり、#22小阪が力強いセンタープレーで点を取る。しかし同志社#0田野が
ボールコントロールし、速いパス回しから大院大のディフェンスを崩し点を決めていく。ゲーム終盤大院大#20合田がミ
ドルシュートを決め、36-26同志社リードで前半を折り返す。
　第3ピリオド、大院大のボールからスタート。ゲーム序盤同志社#0田野が速い展開からのアシストで大院大を一気に
突き放しにかかる。大院大は同志社の堅い守りに中々点を決めることができない。同志社は#60神門がオフェンスリバ
ウンドからの点や、#0田野の3Pシュートによって徐々に点差をつけていく。これ以上点差をつけられたくない大院大は
速い展開からのパス回しで#99藤田がミドルシュートを決めるが、それを同志社#2荒谷が連続で点を決め主導権を渡
さない。そしてゲーム終盤同志社#0田野が3Pシュートを決め、40-59同志社19点リードで第3ピリオドを終了する。
　第4ピリオド、同志社ボールからスタート。リードしている同志社は時間をかけて大院大のディフェンスを崩していく。そ
して開始早々#2荒谷が3Pシュートを決めて大院大を突き放しにかかる。点差を少しでも早く詰めたい大院大は速い展
開から点を取りにいくが、それを同志社の粘り強いディフェンスが阻止し点差を詰めさせない。時間をかけて攻める同
志社を速い展開に持ち込むために、オールコートマンツーマンを仕掛けるが、同志社#5改田、#0田野の二人が華麗
なドリブルでボールを運び、大院大はファウルを重ねてしまう。最後までゲームをコントロールした同志社が68-52で勝
利した。
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